
JP  2022-154280  A   2022.10.13

(57)【要約】

【課題】多数の接合部材を配置せずとも大きなせん断力

が作用する箇所で使用することができ、なおかつ、とく

に接合部材の製造や溶接量といった面での改良を可能と

する複合構造を提供する。

【解決手段】接合部材３０が設けられた鋼部材１０と、

接合部材３０が埋設されたコンクリート系部材とを含む

複合構造１である。接合部材３０は、板状の平板部３１

と、平板部３１に設けられた貫通孔３２と、平板部３１

に設けられた該平板部３１の表面と垂直な方向に突出す

る突部３６と、を有する。接合部材３０は、鋼部材１０

の長手方向に沿って複数配置される。隣接する接合部材

３０の貫通孔３２の中心間の距離は第１の所定値ＰＶ１

以上である。

【選択図】図１
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